
○国立大学法人長岡技術科学大学学長選考・監察会議規則 

（平成16年６月10日学長選考会議決定） 

改正 平成19年３月15日 平成26年11月25日 

令和３年３月19日 令和４年１月20日 
 

（趣旨） 

第１条 国立大学法人長岡技術科学大学の学長選考・監察会議に関する事項については、

国立大学法人法（平成15年法律第112号。）に定めるもののほか、この規則の定めると

ころによる。 

（構成） 

第２条 学長選考・監察会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

一 国立大学法人長岡技術科学大学経営協議会規則第２条第１項第５号に掲げる者の

中から経営協議会において選出された者 ５人 

二 国立大学法人長岡技術科学大学教育研究評議会規則第２条第１項第２号から第７

号に掲げる者の中から教育研究評議会において選出された者 ５人 

（任期） 

第３条 構成員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

２ 構成員に欠員が生じた場合の後任の構成員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（権限） 

第４条 学長選考・監察会議は、次の各号に掲げる権限を有する。 

一 学長の選考 

二 学長の解任の申出 

２ 学長の選考及び解任の申出は、国立大学法人長岡技術科学大学学長選考規則の定める

ところにより行う。 

３ 学長選考・監察会議は、学長の業務執行の状況について、恒常的な検証を行うととも

に、必要な時期に評価を行うものとする。 

（議長） 

第５条 学長選考・監察会議に議長を置き、構成員の互選によってこれを定める。 

２ 議長は、学長選考・監察会議を主宰する。 

３ 議長は、構成員の３分の１以上から会議に付議すべき事項を示して学長選考・監察会

議の召集を要請されたときは、これを召集しなければならない。 

４ 議長に事故があるときは、あらかじめ議長が指名する構成員が、その職務を代行する。 

（議事及び運営） 

第６条 学長選考・監察会議は、構成員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くこと

ができない。 

２ 学長選考・監察会議の議事は、出席した構成員の３分の２をもって決する。 

３ 議長が必要と認めるときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

（秘密保持義務） 

第７条 構成員は、職務上知ることのできた秘密を他に漏らしてはならない。 



（事務） 

第８条 学長選考・監察会議に関する事務は、総務課において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、学長選考・監察会議の議事の手続その他学長選

考・監察会議に関し必要な事項は、議長が学長選考・監察会議に諮って定める。 

附 則 

１ この規則は、平成16年６月10日から施行する。 

２ 学長選考会議の最初の構成員の任期は、第３条第１項の規定にかかわらず、平成18年

３月31日までとする。 

附 則（平成19年３月15日） 
 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年11月25日） 
 

この規則は、平成26年11月25日から施行する。 

附 則（令和３年３月19日） 
 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年１月20日） 
 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 


